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　緒言　太陽課幹事大石辰次氏の努力に敬意を表する者であるが，今回，懇切

な“黒貼に關する研究”の御依頼に共鳴致し，オ出文を稿する次第である．

　筆者の二三観測は1940年一月エ1日に始まり，経験に於て旧く，甚だ貧躬たる

を琵がれないが，最善を審す事に依って，不便を感じては居ない．而して，今

回は特に1941年度に於ける黒黙活動を綜合調査したので，弓庭に結果を報告し

度いど准ふ。

　籔濁の韻況　器械は五藤光學製の58粍三物鏡を備へた卓上式経緯毫で，12．5粍

ミッテンツワイ式アイピ1スを用ひ，64倍を得て居る．此の程度の倍率が太陽黒

鮎観測に最適だと思はれる．

　観測は投影法に依り，其他の：方法は大当本協會の現用型式に從U，，畠口ち，太

陽面経緯度圖と同大の10糎圓を書いた用紙に日々の太陽面を記録してみる．

　観測場所は，磁北市内面面の山雨上，四周を建築物で園まれ早朝や夕刻は観測

不可を飴儀なくされる．観測時期は都合に依り，午後に出行するのを常とする．
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　表記に付て，槻三日は一年の52％，スケ。チ無き日は観測日の5，8％，観測可

能日は一・年の59％となって居る．絵り芳ばしい威績とは云はれぬが，原因は主

として二丁の影響に依るものでφる．観測部月報より伺ふと，筆者の観測のみ

の日が9日あり，地理的効果を畢げ得て幸ぴである．二二を除く観測不能日は

下記の通りである．

月・23456789・・…21計鞠響
曇
雨
35223111253　41　32　2．67　8．8
14　9　14　14　12　11　4　4　9　6　10　31　120　10　32．9

　十四数現時，アマチェア黒黒罐見回に普遍してるる相封藪を，太陽全面のみなら

す，南北牛球に分離する事は，黒黙の磁性を異にする關係上，効果有りと信じ，
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當初より盛行して來た．本年度の結果は下表の如くである．

月
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　南

比率％

　北

比隣％

25　33　21　29　23
36　59　34　81　50

44　23　41　7　23
64　41　66　19　50

34　31
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28　50
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23　30　17　18　24
33　45　31　3［　40

46　36　36　33　16

67　55　69　65　60

　南牛球の活動は到ってZF穏で，最高，最低の差が17であるのに封し，北牛球

は43と云ふ大きな振幅の開きを見せてみるのが伺がはれる．それに北牟球の曲

線は太陽全面の曲線に相似し，4月が最低を示し，7月を最高とする黒占（天界251

號参照）は興味深いものである。此に依て，太陽黒貼の活動は，北孚珠の活動

に牛耳を執られるの感がある．

　次に，東西孚熱讃’／L（見掛け上）では衣の如く算出した。

fil　1　2　3　4　5　6　7　8　9，　10　11’　12

東
西
46　30　37　16　23　42　47　33　35　26　21　14
23　26　25　20　22　30　34　36　30　29．　24　25

　此れは，見掛け上に於けるものだから無意味で，田子的遊戯に過ぎないかも

知れぬ．然し，新しい事削が護見されるのである．

　東牟球が北光球に，西半球が南孚球の曲線に類似してみる事が解る．（尤も，

此の中には太陽剛直に依る週期温温化，其他が含まれてみるd）

　要するに，素封藪は太陽全面のみで無く，種々工夫する事に依て，より良く

活用すべきであらう．

　出現躍と出現型式
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上表に付て見ると，

　北孚球趣は全盛の56％

　南孕球　　〃　　44〃

　東縁より現はれたのは全群の49％
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　　東隠球に突卜したのは全群の31％

　　西牟球　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　20〃

　此の中，常に東縁より現はれる群は活動の中心を成すもので，此の浩長に依

り黒黒占活動は左右されるものである．

　出硯縫度に就て（軍位1。）
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表（二二）である．

　be印を附した18個所（帥ち太

陽面の施）は全群の70％を占め，

“主要分布帯”とでも日ふべき

であらう．此の中で特筆すべき

ものは131Q一．・17ぴと311。～350。

の二旺域が大出現域と推定され

る事である．‘しかも，更に注意

すべきは，此の二域が杢く正反

i封の位置に在ることである．右

圖により明瞭に知られよう．

　北牟球に点するものは一般に高ぐ，260を最高とするのに出して，南牛込は

200に過ぎなV・．亦，南北とも30。に達しない事は極小期の眞近かにあるのを知

らして居る．南孚球では判らぬが，北厩熱の画論出現緯度は黒鼠少き時に高く，

多き時は低く，割に規則的である．所謂，蝶型圖形は長期間のものであるが，

部分的な短週期的硫化は無いだらうか？．

　出現緯度の推移は恰も地球の氣象厭態の移動と類似するものと考へて居り，

それで地球上の事物には何等かの影響が見出れぬだらうか？．

　出現語派の分注競測開始早々氣が付いた現象だつだ．太陽癖馬緯度圖と毎月

の天界”天文カレ・ンダ”に護表されたLoの値を用ぴて，各黒戸群の経度を算

出して見たのであるが，不完全ながらも出現直域の分布が判明した．経度10。

間隔に於ける本年度の分布は次　　　　　　　　　e、、。091．‘．
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経　　度 含まれる群
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　二大分布域が將來も此の形態を備へるか，固定的か，移動するかは，到底一

箇年の短期日では知り得べくも無V・が，若し固定的存在とするならば，其の逼

域に於ける物質構成には，特異の潜在要素を含有する筈である．

　長命醐二就て　再出現する群は長命と樽し得られ，次のものがあった．此れは

活濃な活一時に見られる特徴である．

　　　　　群山樗

　　　　6月第1群
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　　　　　　　　　軍猫型は通常i墜化を殆んどしないが，双頭型，集二型等は

往々にして形態を著しく攣へる事がある．

　本年度では，三月第9群，六月第1群，七月第14群，同第20群，九月第9群，十
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一月第7群の6群が現はれてるる．

　その活動の1例を示すと，六月3N北牟球東縁より出た群は，数個の暗部を牟

暗部で包まれたもので有ったが，6日牟暗部が消失して核のみの集團性となり，

9日子午線通過の時は見事な双頭型と攣った．

　此の種の性質を具備する爲には黒旗活動が極致に達した時に：限られると思

ふ．

　結語　各群の型式や活動駄況，白斑其他の各事項の關旧事實について述べる

必要があるが，將來充分な資料を得てからに廻し度く，今更微力を痛感する．

アマチュアの黒黙槻測は，もう玉樹藪萬能時代を通過しても良い時期である事は

諸氏と意見を同じくする塵である．可能な範圃に於ける學術的快樂を満喫する

手段を黒黒占は勿論，他の観測にも獲得したいものである．樹，観測中に“本邦

唯一の南：方襯三者”と御冠援を賜はつた方々に誌上を借りて御魂申上げる．

「1941SP渡封摂理食け巻目星協圃翻灘織粟報皆」の置誤表
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禽男 爵告

　　　　　　　　　　　　禽費　改　正

本誌第255號（第9號第30領）に會告いたしました通り，去る八月1日よ

り，本城禽費が年額4圓から4圓80鋳に改められました．

ついては本年分會費として既に4圓を納付された：方は，更に30鑓を，ま

た本年分會費未納の方は合計4圓30鏡を至急に御納付下さい．

本年の途中よりの新入會者は，七月末までの分は月額40鍵，八月以降の

分は月額45銭として，年末までの国費を御逡金下さb．

隠る昭和！8年からは全て4圓80銭となります。

なほ，禽誌「天界」の田子は今まで通り40銭です．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　亜天　交協　書


